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 2021年4⽉から5⽉にかけて、3号機原⼦炉注⽔停⽌試験に合わせて実施した主蒸気
隔離弁（以下、ＭＳＩＶ）室内の調査において、主蒸気配管Ａ伸縮継⼿部（以下、
当該継⼿部）下側の⽔⾯に漏えいによるものと考えられる揺れ・波が確認されてお
りますが、漏えい箇所の特定には⾄らなかったことから、この度改めて漏えい箇所
の特定を⽬的に調査を実施こととしました。

 本調査については、ＭＳＩＶ室上部にある空調機械室から、前回調査時に波紋が確
認された当該継⼿部近傍にカメラを吊り下ろし、漏えい箇所の調査を⾏うこととし、
その事前準備として、3⽉22⽇から４⽉18⽇にかけて、MSIV室天井部にカメラを吊
り下すための穿孔作業を実施しました。

 その後、カメラ投⼊に向けた準備作業やカメラの操作訓練を⾏う等の事前準備が完
了したことから、6⽉8⽇から６⽉９⽇にかけて、MSIV室内当該継⼿部⼿近傍(主蒸
気ドレン配管含む）および、周辺の調査を実施しました。

（6⽉9⽇までにお知らせ済み）
 調査の結果、当該継⼿部および近傍にある主蒸気ドレン配管からの⽔の滴下がない
こと、ならびに当該継⼿部下部の床⾯に⽔たまりがないことを確認しており、今回
の調査では漏えい箇所の特定には⾄っておりませんが、現在もPCV計算⽔位の緩や
かな低下傾向が継続していることから、当該継⼿部近傍の漏えい箇所の他に，現在
のPCV⽔位よりも低い位置に、何らかの漏えい箇所が存在するものと推定されます。



２

 なお、原⼦炉注⽔は継続的に実施しており、燃料デブリの冷却についても問題なく
継続しており、プラントパラメータの監視により異常等がないことを確認していま
す。

 今回の調査結果をふまえ，格納容器の漏えい箇所の把握につとめて参ります。



調査結果
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